
大阪大学･金沢大学･浜松医科大学･千葉大学･福井大学 

連合小児発達学研究科教授会記録 

 

 

日  時  平成２９年７月６日（木）午後４時００分～午後４時３７分 

場  所  各校講義室にて遠隔講義システムにより開催 

出 席 者 （大阪校）谷池研究科長、佐藤副研究科長、片山研究科長補佐、大薗教授、酒井教授 

（金沢校）大井副研究科長、菊知教授、柴教授、三邉教授、横山教授 

（浜松校）武井副研究科長、尾内教授、高貝教授、土屋教授、山末教授 

（千葉校）中川副研究科長、清水教授、平野教授 

（福井校）松﨑副研究科長、安倍教授、小坂教授              計２１名 

欠 席 者 （大阪校）池田教授、井村教授、畑澤教授 

（金沢校）堀教授 

（福井校）大嶋教授、友田教授                      計 ６名 

 [合計２７名] 

 

議      事 

 

◇ 議事に先立ち、研究科長から、６月１日（木）開催の教授会記録の確認があった。 

 

【 報告事項 】 

１．副研究科長等会議報告について 

研究科長から、配付資料に基づき、報告があった。 

 

２．出願資格審査申請状況について 

研究科長から、平成３０年度第１回入試に係る出願資格審査の申請状況について報告の後、今

後の入試事前面談の実施、平成３０年度学生募集に係る広報活動、リクルート並びに受験候補者

の確認等について、各校に協力依頼があった。 

 

３．教務担当者会議の報告について 

佐藤副研究科長から、配付資料に基づき、本年６月３０日に開催された教務担当者会議につい

て報告の後、早期修了に係る博士論文の条件について本教授会において確認があり、現状、本研

究科内の通知では、インパクトファクターの値が５以上の学術雑誌に掲載された博士論文としな

がらも、掲載時期を明文化していなかったことから、今後は、掲載時期を精緻化して通知するこ

ととし、投稿時、又は学位申請時にインパクトファクターの値が５以上の学術雑誌に掲載された

博士論文とすることが承認された。 

また、研究（計画・進捗）発表会について、予定された日程では出席できない学生が若干名い

ることから、柔軟な対応として、発表できなかった学生については、当該学年での発表ではなく、

その後に予定されている他の学年の日程で発表すること、及び同一日程に発表者が込み合うこと

も予想し、本年度については予備日を設けることについて確認したところ、異論はなかった。 

 

４．公的研究費の不正使用防止に係る再発防止策について 

研究科長から、配付資料に基づき、本年６月２１日に開催された大阪大学部局長会議において、

公的研究費の不正使用防止に係る再発防止策についての説明があった旨報告があり、また、大学



本部からコンプライアンス教育のためのＤＶＤが配付されたことについても説明があり、各校に

おけるコンプライアンスの教育及び徹底についての協力要請があった。 

 

５．学生の健康診断について 

研究科長から、配付資料に基づき、本年６月２１日に開催された大阪大学キャンパスライフ健

康支援センター運営委員会において、学生の健康診断受診率についての報告があった旨報告があ

り、現状、本研究科の特質上、全学生が大阪大学で健康診断を受診することは難しいとのことか

ら、大阪校に配属された学生のみを健康診断受診率の対象として取り扱われているが、今後は他

の４校も対象とし、学生の健康診断に積極的に取り組むことの協力要請があった。 

 

【 協議事項 】 

１．寄附講座奨学寄附金の受入れについて 

研究科長から、配付資料に基づき、寄附講座に係る奨学寄附金１件の受入れについて説明があ

り、協議の結果、承認した。 

 

２．「行動神経学・神経精神医学」寄附講座の設置について 

研究科長から、配付資料に基づき、Heptares Therapeutics Ltd からの寄附により平成２９年

１０月から３年間の予定で「行動神経学・神経精神医学」寄附講座を設置することについて説明

があり、協議の結果、承認された。 

また、本件については、教育研究評議会において協議される旨、説明があった。 

 

３．平成２９年度委託金の配分について 

研究科長から、配付資料に基づき、平成２９年度における委託金（標準運営費交付金及び特定

運営費交付金）の各校への配分額について説明があり、協議の結果、承認された。 

 

４．学位論文の本審査について 

研究科長から、、「古川 心」に係る学位論文について、配付資料に基づき説明があり、投票の

結果、合格とした。 

 

５．学位審査委員（主査・副査）の選出について 

佐藤副研究科長から、配付資料に基づき、教務担当者会議にて承認された学位審査委員（主査・

副査）について説明があり、協議の結果、承認された。 

また、早期修了として申請のあった「水野賀史」について、慎重に協議した結果、承認された。 

 

６．後援名義について 

片山研究科長補佐から、配付資料に基づき、後援名義使用について説明があり、追認された。 

 

 

以上 


